
平成20年度地域住宅モデル普及推進事業による展示住宅等の概要（平成２２年度成果報告）

事業者名：山梨歴史的景観形成重要建築物保存会 展示住宅等の建設地住所：山梨県甲州市塩山下小田原１０９９

事業者連絡先 事業の種類 ①展示住宅 ②生活体験施設

（とりまとめ都道府県名 山梨県）

事業者連絡先：０５５３－３２－４７４８ 事業の種類： ①展示住宅、 ②生活体験施設

基本性能等の基準： ①新築（長期優良タイプ）、 ②新築（長寿命化普及タイプ、 ③改修総事業費： 1,723万円 （うち補助金1,55１万円）

＜展示住宅・生活体験施設の平面図＞

外観写真 【１階】 【２階】

＜展示住宅・生活体験施設の特徴＞
①山梨県を代表する近世の民家である茅葺切妻造の姿に戻し 地区の景観と

＜展示住宅等の仕様等＞
①床面積 （１階） 116㎡ （２階）56㎡ ①山梨県を代表する近世の民家である茅葺切妻造の姿に戻し、地区の景観と

の調和を図った。

②一階正面の建具は、外側にガラス戸を、内側には断熱性の高いアルミサッシ
を入れ、古い外観を保った。

①床面積：（１階） 116㎡、（２階）56㎡

②外観：木造２階建て、切妻造、茅葺

③展示期間：平成２２年４月～平成２９年３月
（事業開始は平成２１年４月から）

③内部は現在の生活習慣に合わせ、大半をフローリングとし、和室は奥に二室
設けた。また、下屋の部分に収納スペースを集約し、居住空間を維持した。

＜平成２２年度の成果＞＜平成２２年度の成果＞
①来場者数又は生活体験者数（平成２２年４月～平成２３年３月）： １５０ 名
②来場者又は生活体験者の主な声：
○・・・・・囲炉裏の煙のにおいが懐かしかった。
○・・・・・古い家は不便なイメージがあったが、こういう風に使うと今の建築と変わらない。

○・・・・・風景と民家がよくマッチしている。今後も大事にしてください。


